
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成29年6月
鎌倉ケアマネ連絡会
役員会　広報部会

平成29年度　第１回　「鎌倉市医療福祉連携会議」に出席しました

入退院時・入退所時の食支援の重要性・必要性を考え、
お食事連絡カードを活用しましょう！！

鎌倉ケアマネ連絡会 かわら版

昨年度から鎌倉ケアマネ連絡会では、地域包括ケアシス

テム構築に向けて行政・地域包括支援センターとの連携・

ネットワーク強化を図っています。

昨年度に引き続き、平成29年5月31日に第1回「鎌倉市医

療福祉連携会議」に連絡会として出席してきました。

初めに鎌倉市高齢者いきいき課介護保険担当課長 中野

氏より「この会議は退院後、自宅に帰ることが困難な高齢者

の退院支援について、ＭＳＷ、Ｎｓ.、包括を含め多職種で顔

の見える関係を作るために始まりました。今回はより良い食

支援について話しましょう。」と開会の挨拶がありました。

総勢、65名の多職種間(市内医療機関のＭＳＷ、鎌倉市役所

高齢者いきいき課・障害者福祉課・生活福祉課・市民健康課、

鎌倉市保健福祉事務所、地域包括支援センター、鎌倉市主

任ケアマネジャー、障害者相談支援事業所）でお互いの役割

を理解しながら活発な意見交換が行われました。

鎌倉市保健福祉事務所 保健福祉課 管理栄養士有村氏より食支援の重要性とお食事連絡カードについ

て説明がありました。

病院や施設での食事は、各々の状態に合わせて提供する事が出来るが、在宅へも戻る際、引き続き配慮を継

続していく事が難しい場合が多いと思います。退院時の不安や困りごとのアンケートの結果を見ると、摂食嚥

下能力は在宅療養への影響が大きく、病院や施設からの指導を継続できた割合は5.4％、中止してしまった割

合が15％と悪化している事が分かります。状態を維持できた人に比べ、3.13倍、中断する確率が高くなりました。

そこで、地域食生活対策推進協議会にて、必要な栄養管理を継続出来る様、切れ目のない体制づくりを検討

し、情報を共有できる様にする必要があると考え、栄養サマリー・お食事連絡カードを作成しました。何を（内容

や形態）どの位（量）どのように（姿勢や介助方法）を分かり易く支援できるようにしたものになります。

栄養サマリー・お食事連絡カードを元に、入退院時・入退所時の食支援についてそれぞれの立場から意見交

換が行われました。

総評 鎌倉保健福祉事務所 保健福祉課長 猿田氏

医療・介護の連携は難しいと聞くが、このような場に参加する事

はとても良いと思いました。病院でも施設でも生活者に食の大切

さを伝えながら、多職種を巻き込んでチームを作り、安全に美味

しく食べられる為に連携出来ると良いと感じました。今後もバー

ジョンアップができると良いと思いました。

介護保険担当課長 中野氏

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課長 猿田氏



詳細は鎌倉福保険福祉事務所

http://www.pref.kanagawa.jp

/cn/f35/

ご参照ください

小林ケアマネより

今回、初めて参加させて頂きました。

各職種のご意見を伺い勉強になりました。

この様に連携が取り易くなると在宅介護を

支える私達にとって心強いと思いました。

北村ケアマネより

今回初めて参加させていただきました。

様々な職種の方々と意見交換することがで

き、勉強になりました。

参加した連絡会のメンバーからの感想


